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計算尺の使い方 

 

 

 

1962年頃購入したヘンミ計算尺 SUN No.250、後数年で還暦を迎える。この計算尺、高校生の頃はよく

使ってきたが、1965年から始まった大学時代ではまったく使わなかった。すでに計算機の時代に入って

いた。僕にとっては 1964年の東京オ

リンピックを境として、アナログの時

代からデジタル時代へ変わったのだ。

そんなアナログ時代の遺産として、こ

の計算尺をずっと捨てずに持ってい

る。 

ジブリ映画「風立ちぬ」で、主人公の

二郎が残った仕事を家に持って帰っ

てきて、菜穂子の寝ている横で仕事の

続きをはじめる。片手で菜穂子の手を

握り、片手だけで計算尺を使って仕事

を続ける。 

 

「風立ちぬ」を見てから、計算尺をま

た触ってみようと思っていた。しかし

５８年ぶりに計算尺を使ってみたが、

老眼で使うのはかなり厳しい。 

 

（２０２０年１月１９日 

岩下繁昭＠チェンマイ） 
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掛け算 

 

掛け算は、C尺と D尺を使う。例えば

１．４×１．５の掛け算は、D尺の１．

４に C尺の１を合わせる。次にカーソ

ルを動かし C尺の１．５に合わせる。

カーソル線のあるD尺の目盛りを読む

と、２．１が得られる。 

ちなみにカーソルを C尺の１．６に合

わせると２．２４、１．８に合わせると

D 尺の目盛りを読むと、２．５２で、

この辺りまでは、近似値でなく正確な

値を読み取ることができる。 

しかし１．４×１．６５の場合、D尺の

目盛りは２．３０と２．３２のほぼ真ん中で２．３１程度であろうと推定できる。計算尺は大雑把な計算

を行う。計算尺は有効数字３桁で計算する。 

 

 

割り算 

 

割り算も D尺と C尺で行う。たとえ

ば３÷２の場合、まず D尺の３にカー

ソルを合わせる。次に C 尺の２をカ

ーソル線に合わせると、C尺の１の下

の D尺の目盛り１．５が得られる。 

しかし２÷１．５を同じような手順で

やってみると、C尺の１の下は、１．

３３と１．３４の間の１／３程度で、

１．３３３あたりだとわかる。 
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CI尺による掛け算 

 

掛け算は、CI尺と D尺を使ってもで

きる。例えば２．５×２．２の掛け算

は、カーソルを動かし D尺の２．５

に合わせ、カーソルの赤線に CI尺の

２．２を合わせる。CI尺の１の下に

ある D 尺の目盛りを読むと、５．５

が得られる。 

C尺は左に 1があり、右に 10がある

が、CI尺はそれを反対にして右から

左にメモリを振ってある。CI 尺の I

は Inversed（逆さ）の Iであると言

われている。 

 

CI尺による割り算 

 

CI尺と D尺を使った掛け算と同様、

CI 尺と D 尺を使って割り算を行う

こともできる。たとえば５÷４の場

合、まず CI尺を滑らせて CI尺の１

に D 尺の５合わせる。次に CI 尺の

４にカーソルの赤線を合わせると、

D 尺のカーソルの赤線の下の目盛り

１．２５が得られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

4 

 

問題は、５÷８などの場合、この方法

だと８はずっと左側にあり、その下に

は D尺の目盛りはない。こうした場合

は、まず CI尺を滑らせて CI尺の１０

に D尺の５合わせる。次に CI尺の８

にカーソルの赤線を合わせると、D尺

のカーソルの赤線の下の目盛り０．６

２５が得られる。 
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CF尺、DF尺、CIF尺を使う 

 

ほとんどの計算尺の上部に、CF 尺、DF 尺、CIF 尺というものがある。その目盛りは、たいていルート

10から始まっている。CF尺、DF尺、CIF尺は、C尺、D尺、CI尺をルート 10ずらして配置したもの

である。 

CF 尺、DF 尺、CIF 尺は、計算尺の「目外れ」で目盛りが読めないという欠点を改善するために使われ

る。「目外れ」の場合に、CF尺、DF尺、CIF尺を使うと、読めることがある。これは常に読めるという

わけではないが、読める機会が確実に増える。 

さらに CF 尺、DF 尺、CIF 尺を使う利点がもう一つある。それは、1 に近い値の目盛りを計算尺の中央

付近で読むことができるということで

ある。 

 

CF 尺と DF 尺を使って、１．４×６の

掛け算を行う。CF尺を滑らせ CF尺の

１を DF尺の１．４に合わせる。次にカ

ーソルを動かし CF尺の６に合わせる。

カーソル線のある DF 尺の目盛りを読

むと、８．４が得られる。 

 

 

 

 

いっぽうC尺と合わせて使う方法もあ

る。C尺、D尺、CF尺と DF尺を使っ

て、１．６×４の掛け算を行う。C尺を

滑らせ C尺の１を D尺の１．６に合わ

せる。次にカーソルを動かし CF 尺の

４に合わせる。カーソル線のある DF

尺の目盛りを読むと、６．４が得られ

る。 
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A尺、K尺で２乗、３乗を求める  

 

D 尺が１から１０の対数目盛である

が、A 尺は１から１００、K 尺は１か

ら１０００の対数目盛になっている。

A尺は２乗や平方根、K尺は 3乗や立

方根の計算に利用される。 

１．５の２乗、３乗を求める、カーソ

ルの赤線を D尺の１．５に合わせる。

カーソルの赤線の下のA尺の目盛りを

読むと２．２５、K 尺の目盛りは３．

４弱（正確には３．３７５）となる。 

 

 

A尺、K尺で平方根、立方根を求める  

 

D尺、A尺 K尺を使い平方根、立方根

の計算を行うことができる。たとえば

４の平方根を求める場合は、カーソル

の赤線を A尺の４に合わせる。カーソ

ルの赤線の下の D 尺の目盛りを読む

と２となる。また８の立方根を求める

場合は、カーソルの赤線を K尺の８に

合わせる。カーソルの赤線の下の D尺

の目盛りを読むと２となる。 
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A尺、B尺を利用した掛け算、割り算 

 

B尺は、A尺の下の滑り尺の上側にあ

る。D尺が１から１０の対数目盛であ

るが、A尺は１から１００の対数目盛

になっているが、同様に C尺が１から

１０の対数目盛であるのに対して、B

尺は１から１００の対数目盛になっ

ている。B尺と A尺は全く同じ目盛り

になっている。 

したがって D尺、C尺で行っていた掛

け算、割り算を A尺、B尺を利用して

行うこともできる。A尺と B尺を利用

して掛け算・割り算をする時の利点

は、絶対に目外れが起こらないということである。しかし、C 尺と D 尺を用いて計算する場合と比較し

て、半分の長さの計算尺で計算することになるので、誤差が大きくなる。 

２．５×３の掛け算を行ってみる。まず A 尺の２．５にカーソル線を合わせる。次に B 尺の１をカーソ

ル線に合わせて、カーソル線を B尺の３に合わせると、赤のカーソル線の下の A尺には答えの７．５が

ある。 

次に６÷１．５の割り算を行ってみる。

まず A 尺の６にカーソル線を合わせ

る。次に B尺の１．５をカーソル線に

合わせて、カーソル線を B尺の１に合

わせると、赤のカーソル線の下の A尺

には答えの４がある。 
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SI 尺、DI尺、TI１尺、TI２尺で三角関数の値を求める 

 

基本的に三角関数の尺の名前は「Ｓ

尺」「Ｔ尺」と言うのが大半であるが、

ものによっては、「ＳＩ尺」「ＴＩ尺」

「Ｔ１尺」「Ｔ２尺」「ＴＩ１尺」「ＴＩ

２尺」など、さまざまなものがある。

ヘンミ計算尺 SUN No.250は、一般技

術用で「ＳＩ尺」「ＴＩ１尺」「ＴＩ２

尺」となっている。 

SIN（３０）を求める。まず滑尺の基線

と固定尺の基線を合わせておく。次に

SＩ尺の黒色の数字の３０にカーソル

を合わせると、カーソルの赤線の下の

ＤＩ尺を読むと５で位取りを考えて０．５が得られる。 

 

ＣＯＳ（３０）を求める。まず滑尺の基

線と固定尺の基線を合わせておく。次に

SＩ尺の赤色の数字の３０にカーソルを

合わせると、カーソルの赤線の下のＤＩ

尺を読むと９．４弱で位取りを考えて

０．９４弱が得られる。ＣＯＳ（３０）

＝０．９３９６９で、ほぼ０．９４であ

る。 
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ｔａｎ（３０）を求める。まず滑尺の基

線と固定尺の基線を合わせておく。次

にＴＩ１尺の黒色の数字の３０にカー

ソルを合わせると、カーソルの赤線の

下のＤＩ尺を読むと５．８弱で位取り

を考えて０．５８弱が得られる。ｔａｎ

（３０）＝０．５７７で、ほぼ０．５８

である。 

 

 

 

 

 

ｔａｎ（４５）以下は、ＴＩ１尺、ｔａ

ｎ（４５）以上はＴＩ２尺を使う。 

ｔａｎ（８１）を求める。まず滑尺の基

線と固定尺の基線を合わせておく。次

にＴＩ２尺の黒色の数字の８１にカー

ソルを合わせると、カーソルの赤線の

下のＤＩ尺を読むと６．３１強で位取

りを考えて６．３１強が得られる。ｔａ

ｎ（８１）＝６．３１４で、ほぼ６．３

１である。 
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Ｌ尺で指数・対数の値を得る 

 

Ｌ尺は、０から１０の等間隔の目盛り

で、10 を底とした指数や対数の入っ

た計算に利用される。 

１０の０．２乗を求める。Ｌ尺の０．

２にカーソル線を合わせ、次にＤ尺の

目盛りを読むと、１．５８５となる。

正確には１．５８４８９である。 

 

 

 

 

 

次に log102 を求めてみる。Ｄ尺の２

にカーソル線を合わせ、Ｌ尺の目盛り

を読む。ほぼ０．３だということがわ

かる。実際には０．３０１０３である

が、ほぼ０．３である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


